
こ
ん
に
ち
は
、
グ
ラ
ン
デ
ィ
ア
ホ
ー
ム
の

赤
荻
で
す
。

 

前
号
で
は
、
構
造
材
（
土
台
、
梁
、
柱
等

の
主
要
部
分
）
の
選
び
方
に
よ
っ
て
家
の

寿
命
が
決
ま
る
。

そ
れ
程
、
構
造
材
は
重
要
だ
と
お
伝
え
し

ま
し
た
。

　

今
回
は
、
正
し
く
構
造
材
（
土
台
、
梁

柱
等
の
主
要
部
分
）
を
選
ぶ
為
に
も
主
要

構
造
材
（
土
台
、
梁
、
柱
）
の
特
徴
を
お

伝
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

「
土
台
と
は

　

「
土
台
と
は･･･

･･･
。
」
。
」

　

木
造
住
宅
に
お
い
て
、
最
も
交
換
が
困

難
な
部
分
す
な
わ
ち
重
要
な
部
分
な
の
が

土
台
で
す
。

　

土
台
と
い
う
部
材
は
、
建
築
物
全
体
の

荷
重
を
支
え
、
そ
の
荷
重
を
基
礎
か
ら
地

盤
面
へ
伝
え
る
役
目
を
し
て
い
ま
す
。
つ

ま
り
、
一
軒
の
家
屋
の
中
で
最
も
高
い
耐

久
性
が
要
求
さ
れ
る
部
材
で
す
。
ま
た
、

日
本
特
有
の
高
温
多
湿
と
い
う
気
候
風
土

か
ら
、
耐
水
性
、
耐
湿
性
、
そ
し
て
抗
菌

性
を
も
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

土
台
に
は
シ
ロ
ア
リ
対
策
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
シ
ロ
ア
リ
が
生
息
す
る
条
件
は

「
適
当
な
温
度
」
と
「
適
当
な
湿
度
」
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
取
り
除
く

た
め
、
床
下
の
湿
気
を
人
工
的
に
強
制
排

除
す
る
方
法
や
、
土
台
や
床
下
に
防
蟻
防

腐
剤
を
散
布
す
る
方
法
な
ど
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
が
、
こ
の
際
に
使
用
さ
れ
る
薬
剤
の

人
体
に
及
ぼ
す
影
響
が
最
近
問
題
視
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
他
に
も
コ
ス
ト
を
か
け
れ
ば

数
種
類
の
方
法
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
が
、

「
シ
ロ
ア
リ
が
喰
い
に
く
い
木
材
」
を
使

用
す
る
こ
と
が
最
良
の
対
策
と
な
り
ま
す

　

「
梁
と
は

　

「
梁
と
は･･･

･･･

。
」
。
」

　

梁
に
は
、
米
松
、
松
、
杉
の
角
材
や
、

松
丸
太
、
タ
イ
コ
お
と
し
な
ど
が
使
わ
れ

ま
す
。
用
材
の
種
類
や
寸
法
な
ど
は
、
地

域
や
建
築
単
価
な
ど
に
よ
っ
て
多
少
の
違

い
が
あ
り
ま
す
。

小
屋
組
が
和
小
屋
の
場
合
、
屋
根
の
重
さ

が
小
屋
束
（
こ
や
づ
か
）
を
通
し
て
集
中

的
に
小
屋
梁
（
こ
や
ば
り
）
に
か
か
る
の

で
比
較
的
大
き
な
角
材
か
松
丸
太
、
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柱
や
土
台
の
選
び
方

さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
な
お
、
現
在

は
、
耐
震
性
を
考
慮
し
四
寸
角
が
主
流
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。　

　

柱
に
は
、
通
柱
（
と
お
し
ば
し
ら
）
、

管
柱
（
く
だ
ば
し
ら
）
、
間
柱
（
ま
ば
し

ら
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

通
柱
は
、
一
階
と
二
階
と
を
通
し
て
使

う
長
い
柱
。
管
柱
は
、
土
台
か
ら
胴
差
し

（
ど
う
さ
し
）
、
胴
差
し
か
ら
軒
桁
（
の

き
げ
た
）
の
よ
う
に
各
階
ご
と
の
柱
で
す

　

間
柱
は
、
柱
と
い
う
文
字
が
使
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
壁
の
下
地
材
と
し
て
の
役
割

を
持
ち
ま
す
。

　

柱
材
と
し
て
桧
や
杉
を
選
ぶ
場
合
の
基

準
は
、
フ
シ
の
有
無
よ
り
も
そ
の
柱
と
な

っ
た
木
の
“
樹
齢
”
で
す
。

自然素材を考える第一歩-『自然素材の教科書』
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タ
イ
コ
お
と
し
が
使
用
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
小
屋
組
が
洋
小
屋
の
場
合
、
小
屋

梁
の
よ
う
な
曲
が
っ
た
部
材
は
使
用
せ
ず
、

あ
る
程
度
の
大
き
さ
の
角
材
（
陸
梁
：
ろ
く

ば
り
）
を
使
用
し
ま
す
。　

洋
小
屋
の
小
屋
組
で
は
、

　

構
造
材
全
部
に
均
等
に
荷
重
が
か
か
る
よ

う
に
三
角
形
を
い
く
つ
も
つ
く
リ
、
比
較
的

細
い
木
材
で
小
屋
組
を
構
成
す
る
「
ト
ラ
ス

」
構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

「
柱
と
は
・
・
・
」

　

「
柱
と
は
・
・
・
」

　

一
般
の
木
造
住
宅
で
は
、

１
０
．
５
ｃ
ｍ
×
１
０
．
５
ｃ
ｍ
（
三
寸
五

分
角
）
、
ま
た
は
１
２
ｃ
ｍ
×
１
２
ｃ
ｍ
（

四
寸
角
）
と
い
っ
た
規
格
寸
法
が
使
用
さ
れ

ま
す
。

　

最
近
で
は
木
造
三
階
建
て
も
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
場
合
の
一
階
の

柱
の
太
さ
は
、
原
則
と
し
て
１
３
．
５
ｃ
ｍ

×
１
３
．
５
ｃ
ｍ
（
四
寸
五
分
角
）
以
上
と

規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
平
家
で
あ
っ
て
も
２
１
ｃ
ｍ
×

２
１
ｃ
ｍ
（
七
寸
角
）
や
３
０
ｃ
ｍ
×
３
０

ｃ
ｍ
（
一
尺
角
）
と
い
っ
た
太
い
柱
が
使
用

フ
シ
は
柱
の
強
度
に
影
響
を
与
え
る
こ

と
は
殆
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
３

０
年
で
１
２
ｃ
ｍ
角
の
柱
を
製
材
で
き

る
太
さ
に
成
長
し
た
樹
と
、
２
倍
の
６

０
年
か
か
っ
て
そ
の
太
さ
に
成
長
し
た

樹
で
は
、
強
度
に
歴
然
と
し
た
差
が
出

ま
す
。
３
０
年
生
よ
り
は 

４
０
年
生
、

４
０
年
生
よ
り
は
５
０
年
生
の
樹
の
方

が
良
い
柱
材
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す

　

次
号
で
は
、
木
の
種
類
に
つ
い
て
詳

し
く
お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

第四号第四号第四号


